
議会報告会報告書 

開催日時 令和５年１０月３０日（月）午後３時３０分  終了：午後４時３０分 

開催場所 松任高校 

対象団体 松任高校生徒（１、２年生） 

参加人数 １６人 

出席議員 
リーダー：寺越和洋 

上田良治、吉本史宏、澤田昌幸、北嶋章光 

役割分担 
司会：上田、開会・閉会挨拶：寺越、議会説明：北嶋 

意見交換 Ａ班：北嶋・澤田、Ｂ班：吉本・上田 

（意見交換） 

議会や議員に対するイメージ  

Ａ班 

・議員には高齢者が多く、国会では居眠りするなどプラスのイメージがない。 

・話し方がサラリーマンと違って堅苦しい。 

・お金を多くもらって稼いでいる。 

 →（議会答弁） 

 サラリーマンと違い年金や退職金がない。個人事業主と同じで、受け取った報酬から健

康保険料や生活費、次期改選（落選）後の蓄えを議員自身で行っている。 

・このような機会を設けないと、何をしている人なのか、議員の人となりが分からない。 

・選挙の時はまちを回ってくるので見かけるが、それ以外は見かけない。 

・アンケートなどを届けて定期的に人と会うようにしては。 

・高齢者ばかりで議会に関わることに関してハードルが高い。 

 

Ｂ班 

・居眠りをしている。 

・議会だよりやあさがおＴＶを見るが、何をしているのかあまり分からない。 

・直接的に関わることがないので、遠い存在となっている。 

・固い考えのような気がする。 

・市政運営をしている堅いイメージ。市民の意見が反映されるのか不安。 

・ピリピリしていて怖いイメージが昨年まであったが、市民のため話し合いしてくれて

いるのでプラスのイメージになった。 

・国政の記事をスマホで見ているが、プラスとマイナスのイメージがある。 

・市民のために動いてくれていることが分かった。 

 

住み続けたいと思うまちづくり 

Ａ班 

・ゴミなどがあまり道路に落ちていないので、このまま維持してほしい。 

・自転車通学をしているが、宮永地内ではガードレールやカーブミラーなど交通安全施

設が少ない。 



・イオンモール白山からの歩道が狭い。また、カーブミラーが少ない。 

・市内に観光地が少ない。 

・電車で通学しているが、観光案内がない。 

・野々市市から自転車通学しているが、裏道（白線のところ）が狭い。また、白線が消

えているところがある。 

・白線や外灯を増やしてほしい。 

・アピタのカレー屋を過ぎたところの歩道がセメントと砂利が分離しており、路面が滑

らかでない。 

・押しボタン式の横断歩道の信号が短い。 

・スーパーの近くの信号機は音の大きい信号機があったらよい。 

・観光案内のパンフレットを高校生に作ってもらってはどうか。 

 

Ｂ班 

・国道８号・157号交差部の歩道（自転車エリア）が狭いので広くしてほしい。通行時間

指定だが、車が守っていない。 

・資源ごみ収集車が瓶を回収する際、瓶の割れる音がうるさいので、朝の回収はやめてほ

しい。 

・金沢市はバスや電車が多くあり、商店も多く生活しやすい。 

・白山市はよいまちと思う。小学生の通学時に高学年が低学年に優しく対応していたの

で、もっと広がってほしい。 

・下校時の声かけ（近所からのあいさつ）があり、コミュニケーションがよいので続いて

ほしいし、広がってほしい。 

・ゴミ出しは前日でもよいのでは。 

・消雪装置の水の出方にばらつきがあり、消雪状態が悪い。（八ツ矢町・北陽小学校の横） 

・ゴミステーションがネット式だと小動物があさりに来るので、カゴになるとよい。 

・道路の角の家に樹木や雑草などが生えていると、車が見えないので危険。 

・松任高校のファミリーマートの横断歩道が消えかけている。 

・横断歩道に人がいるとき車は止まってほしい。全体的に交通安全に不安を持っている。 

・除雪車が除雪作業中に交差点に雪の塊を置いていく。 

 


